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１　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
の
位
置
付
け
と
地
域
活
性
化

　

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
で
は
、
伝
統
あ
る
リ
ベ
ラ
ル・

ア
ー
ツ

教
育
を
新
し
い
時
代
の
実
践
型
教
養
教
育
と
し
て
展
開
す
る
全
学

教
養
教
育
機
構
（CLA

：Center for the Liberal A
rts

）
を
２

０
１
７
年
４
月
に
開
設
し
た
。
Ｃ
Ｌ
Ａ
の
中
に
、
２
０
２
０
年
の

学
院
１
５
０
周
年
に
向
け
て
「
新
し
い
時
代
を
切
り
拓
く
女
性
の

育
成
」
を
具
現
化
す
る
一
翼
と
し
てFERRIS +

（
フ
ェ
リ
ス
プ
ラ

ス
）
実
践
教
養
探
究
課
程
が
設
け
ら
れ
た
。
文
学
部
、
国
際
交
流

学
部
、
音
楽
学
部
の
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
教
育
と
並
行
し
て
、
い
ま

社
会
で
求
め
ら
れ
る
教
養
を
体
系
的
、
主
体
的
に
学
ぶ
学
生
の
た

め
の
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

　

こ
の
課
程
を
修
了
す
る
た
め
に
必
須
な
の
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

演
習
と
呼
ば
れ
る
課
題
解
決
型
授
業
（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）
の
ゼ
ミ
履
修
で

あ
る
。
２
年
次
に
、
課
程
履
修
生
は
四
つ
の
当
該
科
目
の
中
か
ら

一
つ
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
る
。
筆
者
の
創
設
し
た
科
目
が
、
横

浜
の
水
源
地
で
あ
る
山
梨
県
道ど

う
志し

村む
ら

の
地
域
活
性
化
を
目
指
す
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
地
球
」
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
横
浜
を
音
楽

で
盛
り
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
の
企
画・

開
催
や
、
和
歌
の
魅
力
を
現

代
に
よ
み
が
え
ら
せ
る
和
菓
子
の
開
発
、
学
院
１
５
０
年
史
の
編

集・

出
版
へ
の
参
画
と
い
う
各
科
目
の
テ
ー
マ
の
下
、
さ
ま
ざ
ま

な
企
業
や
行
政
機
関
と
本
学
と
が
協
定
を
結
び
、
学
生
の
創
造
力
、

実
行
力
、
協
働
力
を
伸
ば
す
授
業
が
共
同
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

２　

体
験
的
な
学
び
の
プ
ロ
セ
ス
と
連
携
先
か
ら
の
評
価

　

受
講
生
15
名
は
、
道
志
村
の
魅
力
を
発
信
し
た
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
行
政
課
題
の
解
決
を
考
え
た
り
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
２
０
１

８
年
５
月
に
は
道
志
川
の
源
流
域
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
は
じ
め
、

「
道
の
駅
ど
う
し
」
や
村
内
の
小
中
学
校
な
ど
を
視
察
し
た
。
７
月

に
は
学
生
の
視
点
で
考
え
た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
案
や
商
品
開
発
の

ア
イ
デ
ア
を
５
グ
ル
ー
プ
が
発
表
し
た
。
授
業
最
終
回
の
表
彰
式

で
は
、

　

道
志
村
賞
… 
「
道
志
村
に
女
子
大
生
を
呼
ぼ
う
！
～
Ｓ
Ｎ
Ｓ
映
え

す
る
キ
ャ
ン
プ
場
～
」

地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
む 

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
」が
ス
タ
ー
ト

［
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
］

佐
藤 
輝
●
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
国
際
交
流
学
部
教
授

《
地
方
創
生・

地
域
活
性
編
》
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水
道
局
賞
… 

「
道
志
村
に
行
こ
う
！　

大
学
生
の
た
め
の
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
」

　

フ
ェ
リ
ス
賞
…
「
水
出
し
コ
ー
ヒ
ー
メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
」

が
選
ば
れ
、
審
査
員
（
道
志
村
ふ
る
さ
と
振
興
課
、
横
浜
市
水
道

局
、
お
よ
び
筆
者
）
の
コ
メ
ン
ト
も
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
た
。

そ
の
後
も
、
実
際
に
村
の
観
光
施
設
に
学
生
の
意
見
を
反
映
さ
せ

ら
れ
る
よ
う
話
し
合
い
が
続
け
ら
れ
た
り
、
横
浜
市
内
の
大
学
生

18
名
の
参
加
に
よ
る
前
述
の
ツ
ア
ー
を
開
催
す
る
な
ど
、
当
初
の

目
標
に
向
け
て
着
実
に
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

横
浜
市
水
道
局
か
ら
は
「
従
来
は
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
な
か
っ
た

若
者
に
対
し
て
、
水
道
事
業
や
水
源
林
の
重
要
性
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
た
」、
ま
た
道
志
村
役
場
か

ら
は
「
観
光
客
増
加
に
つ
な
が
る

意
外
な
ヒ
ン
ト
を
大
学
生
と
共
有

す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
、
高
く

評
価
さ
れ
た
。
本
学
は
、
エ
コ
キ
ャ

ン
パ
ス
活
動
を
通
じ
て
２
０
０
５

年
頃
か
ら
浄
水
場
見
学
、
マ
イ
ボ

ト
ル・

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
、
水

道
研
究
コ
ン
テ
ス
ト
出
場
な
ど
に

よ
っ
て
同
局
と
の
信
頼
関
係
を
築

い
て
き
た
が
、
今
回
の
授
業
で
は
他
大
学
に
も
適
用
で
き
そ
う
な

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
創
る
こ
と
が
で
き
た
と
総
括
し
た
。

３　

学
習
の
成
果
を
ふ
ま
え
た
今
後
の
展
望

　

受
講
生
の
最
終
レ
ポ
ー
ト
で
は
、「
こ
の
授
業
を
履
修
す
る
ま

で
、
自
分
た
ち
で
企
画
を
考
え
て
実
現
す
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
横
浜
市
水
道
局
と
道
志
村
役
場
の
方
々
、
ま
た
先
生

が
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
り
、
話
を
真
剣
に
聞
い
て
い
た
だ
け

る
学
習
環
境
が
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
積
極
的
に
行
動・

発
信
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
、
ま
た
自
分
の
意
見
を
言

え
る
よ
う
に
成
長
で
き
て
、
自
信
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」
と
い
っ

た
、
充
実
感
あ
ふ
れ
る
感
想
が
い
く
つ
も
見
ら
れ
た
。

　

他
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習
科
目
で
は
、
開
発
商
品
の
完
売
や
マ

ス
コ
ミ
の
取
材
が
相
次
ぎ
、
地
域
で
の
反
響
の
大
き
さ
を
物
語
っ

て
い
た
。
こ
う
し
た
連
携
の
一
層
の
充
実
は
、
本
学
に
と
っ
て
重

要
な
指
標
の
一
つ
で
あ
る
卒
業
生
対
象
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
の

「
大
学
へ
の
満
足
度
92
％
（
２
０
１
７
年
度
）」
の
さ
ら
な
る
向
上

に
も
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
す
る
。
ま
た
、
若
輩
者
の
筆
者
に
と
っ

て
も
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ
の
実
践
経
験
や
地
元
志
向
の
教
育・

研
究
の
研
鑽

を
積
む
こ
と
が
で
き
、
教
員
と
し
て
の
幸
福
度
が
ア
ッ
プ
し
た
と

実
感
し
て
い
る
。

「道の駅どうし」で足湯を体験し、
村の魅力を学ぶ受講生。
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神
戸
女
学
院
大
学
に
は
、
２
年
次
後
期
か
ら
４
年
次
前
期
に
わ

た
り
、
指
定
さ
れ
た
授
業
を
履
修
す
る
「
地
域
創
り
リ
ー
ダ
ー
養

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
あ
る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
地
域
社
会
で
活
躍

で
き
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
目
的
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ

り
、
文
部
科
学
省
の
現
代
的
教
育
ニ
ー
ズ
取
組
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
現
代
Ｇ
Ｐ
）
２
０
０
７
～
２
０
０
９
年
度
に
採
択
さ
れ
た
「
活
力

あ
る
地
域
社
会
を
創
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
～
西
宮
市・
同
窓

会・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
連
携
し
た
実
践
的
人
づ
く
り
～
」
の
実
践
で

あ
る
。
人
間
科
学
部
の
一
コ
ー
ス
と
し
て
始
ま
り
、
２
０
１
１
年

度
に
全
学
生
を
対
象
と
す
る
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ
た
。
ま

ず
志
望
理
由
書
を
提
出
さ
せ
て
意
欲
の
あ
る
学
生
を
30
名
前
後
選

抜
し
、
２
年
次
後
期
か
ら
受
講
す
る
。
２
年
次
で
は
「
地
域
活
性

化
論
」
と
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論
」
を
学
び
、
地
域
の
実
情

や
課
題
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
実
践
活
動
を
す
る
た
め
の

方
法
論
に
つ
い
て
学
ぶ
。
３
年
次
で
は
、
興
味
の
近
い
者
同
士
で

４
、５
グ
ル
ー
プ
の
班
を
作
り
、「
地
域
活
性
化
総
合
実
習
」
で
１

年
間
か
け
て
、
地
域
住
民
を
主
役
と
し
て
地
域
社
会
が
活
性
化
す

る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
班
ご
と
に
企
画
、
開
催
す
る
。
そ
し
て
４

年
次
で
は
、「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
演
習
」
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
学
び
、
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
過
程
や
準
備
、
実
際
の
イ
ベ

ン
ト
の
様
子
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
実
体
験
か
ら
学
び
、
考
え
た

こ
と
や
今
後
の
課
題
を
公
開
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
。
４

科
目
10
単
位
を
修
得
し
た
学
生
に
は
修
了
証
が
発
行
さ
れ
る
。

　

活
動
内
容
は
年
度
ご
と
に
多
少
変
わ
る
が
、
例
え
ば
２
０
１
８

年
度
は
畑
で
野
菜
な
ど
を
育
て
、
親
子
で
収
穫
し
調
理
し
て
食
べ

る
「
農
地
班
」。
防
災
に
関
す
る
も
の
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
化
し
た

「
防
災
ウ
ォ
ッ
チ
」
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
や
劇
な
ど
を
子
ど
も
た
ち
と

楽
し
み
な
が
ら
、
防
災
教
育
を
す
る
「
防
災
班
」。
大
学
の
地
元
で

あ
る
門も

ん

戸ど

厄や
く

神じ
ん

駅
周
辺
の
店
舗
や
商
品
を
紹
介
す
る
Ｍ
Ａ
Ｐ
を
作

り
、
パ
ン
や
カ
レ
ー
な
ど
を
学
内
で
販
売
し
た
「
門
戸
班
」。
西
宮

市
か
ら
の
依
頼
も
あ
っ
て
、
少
子
高
齢
化
の
進
む
西
宮
浜
の
活
性

化
に
取
り
組
ん
だ
「
西
宮
浜
班
」。
高
齢
化
の
進
む
、
本
学
近
く
の

岡
田
山
住
宅
の
集
会
所
で
、
自
治
会
や
社
会
福
祉
協
議
会
の
支
援

を
受
け
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
を
続
け
た
「
福
祉
班
」
の
五
つ
の
班
が

地
域
創
り
リ
ー
ダ
ー 

養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

［
神
戸
女
学
院
大
学
］

小
林 
哲
郎
●
神
戸
女
学
院
大
学
人
間
科
学
部
教
授

《
地
方
創
生・

地
域
活
性
編
》
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そ
れ
ぞ
れ
数
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
、
実
施
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
地

域
住
民
の
方
た
ち
に
好
評
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
２
０
１
６
年
に
は
、

兵
庫
県
が
主
催
す
る
「
ぼ
う
さ
い
甲
子
園
」
で
「
防
災
ウ
ォ
ッ
チ
」

の
企
画
が
大
学
生
部
門
の
奨
励
賞
を
い
た
だ
き
、
翌
年
か
ら
名
古

屋
市
港
防
災
セ
ン
タ
ー
か
ら
招
待
さ
れ
て
防
災
劇
を
上
演
し
た
り
、

地
元
西
宮
で
は
小
学
校
な
ど
で
年
に
数
校
、
防
災
ゲ
ー
ム
や
劇
を

行
う
な
ど
、
定
着
し
広
が
り
を
見
せ
る
イ
ベ
ン
ト
も
あ
る
。

　

３
年
次
の
「
地
域
活
性
化
総
合
実
習
」
で
は
、
班
ご
と
に
今
ま

で
の
イ
ベ
ン
ト
の
流
れ
に
自
分
た
ち
の
工
夫
や
改
良
を
加
え
、
あ

る
い
は
、
新
た
な
地
域
や
対
象
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
実

施
す
る
た
め
に
個
々
の
発
想
や
チ
ー
ム
力
、
お
よ
び
準
備
が
必
要

と
な
る
。
授
業
助
手
や
教
員
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
が
、
地
域
の
人
た

ち
と
の
交
流
や
試
行
錯
誤
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
貴
重
な
経
験
も
多

く
、
充
実
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
経
験
を
、
４
年
次
の

「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
演
習
」
で
多
く
の
人
た
ち
に
う
ま
く
伝
え

る
方
法
を
学
び
、
公
開
発
表
す
る
と
い
う
流
れ
は
学
生
た
ち
に
も

好
評
で
あ
り
、
授
業
構
成
と
し
て
も
適
切
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

修
了
し
た
学
生
か
ら
は
、「
何
で
も
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
積
極

性
や
自
主
性
が
身
に
付
い
た
」「
仲
間
と
イ
ベ
ン
ト
を
や
り
遂
げ
た

達
成
感
が
あ
る
」
な
ど
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
教
育
的
効
果
を
確
認
で

き
る
コ
メ
ン
ト
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
授
業
を
受
け

る
た
め
に
本
学
を
受
験
し
た
と
い
う
学
生
も
い
た
。

　

最
後
に
、
地
元
西
宮
市
（
教
育
委
員
会
、
社
会
福
祉
協
議
会

等
）、Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｆ
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ど
も
環
境
活
動
支
援
協
会
）、
本

学
同
窓
会
、
各
地
域
の
自
治
会
、
商
店
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
組
織
や
個
人
の
方
々
の
ご
厚
意
や
ご
協
力
に
支
え
ら
れ
て

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
継
続
で
き
て
い
る
こ
と
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

111 大学時報　2019.5



加
盟
校
の
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ア
ッ
プ

１　

刀
根
早
生
柿
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

　

２
０
１
８
年
10
月
５
日
㈮
～
７
日
㈰
の
３
日
間
、
春
学
期
の
授

業
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
３
」
の
受
講
者
た
ち
が
、
南
海
難
波
駅

の
特
設
売
り
場
で
天
理
産
の
刀と

根ね

早わ

生せ

柿
を
販
売
し
た
。

　

刀
根
早
生
柿
は
、
天
理
市
萱か

よ
う生
町
発
祥
の
平ひ

ら

核た
ね

無な
し

柿
の
枝
変
わ

り
種
で
あ
る
。「
柿
食
え
ば
…
…
」
の
句
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、

奈
良
県
は
柿
の
生
産
地
で
あ
り
、
天
理
市
も
県
内
で
２
番
目
に
生

産
量
が
多
い
。
し
か
し
、
柿
は
あ
ま
り
に
も
身
近
で
あ
る
た
め 

に
、
刀
根
早
生
柿
と
い
う
品
種
自
体
が
市
民
に
も
あ
ま
り
知
ら
れ

て
い
な
い
。

　

そ
こ
で
地
元
産
品
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
ん
だ
。

　

本
学
で
は
、
全
学
共
通
の
総
合
教
育
科
目
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
科

目
群
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
選
択
科
目
の
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

３
」
は
〝
地
域
と
の
連
携
〟
と
い
う
視
点
か
ら
キ
ャ
リ
ア
を
考
え

る
も
の
で
あ
り
、
２
０
１
８
年
度
か
ら
農
業
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　

農
学
部
の
な
い
天
理
大
学
で
は
、
学
生
に
と
っ
て
農
業
は
身
近

な
存
在
で
は
な
い
。
し
か
し
、
生
命
維
持
の
根
幹
と
も
い
え
る

「
食
」
に
関
わ
り
、
自
然
に
密
着
し
た
農
業
生
産
労
働
に
つ
い 

て
、
少
な
か
ら
ぬ
若
者
が
関
心
を
持
っ
て
い
る
。
一
方
、
わ
が
国

の
農
業
は
、
耕
作
放
棄
地
が
増
え
続
け
、
後
継
者
が
い
な
い
産
業

と
な
っ
て
い
る
。
天
理
市
に
お
い
て
も
、
耕
作
放
棄
地
は
15
％
に

上
る
。

　

農
業
を
職
業
と
と
ら
え
、
地
元
の
農
業
の
実
情
を
把
握
す
る
と

と
も
に
、
株
式
会
社
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
お
け
る
新
し
い
農
業
事
業
の
動

向
を
取
り
上
げ
、
農
業
労
働
へ
の
参
入
（
就
農
）
に
つ
い
て
学
ぶ

と
い
う
の
が
授
業
の
趣
旨
で
あ
る
。

　

農
業
を
自
分
が
取
り
組
む
仕
事
と
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生

産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
が
課
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
り
、
大
都
市
大

阪
で
の
販
売
へ
と
展
開
し
た
の
だ
。

２　

多
様
な
連
携
に
よ
る
運
営

　

授
業
で
は
、
天
理
市
農
林
課
の
協
力
を
得
て
、
市
内
の
農
業
の

現
状
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
地
元
の
柿
生
産
者
と
つ
な
い
で
も

天
理
発
祥
の
刀
根
早
生
柿
を 

南
海
難
波
駅
で
販
売

［
天
理
大
学
］

岡
田 

龍
樹
●
天
理
大
学
副
学
長

《
地
方
創
生・

地
域
活
性
編
》
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ら
い
、
大
学
近
く
の
柿
畑
を
訪
問
し
、
摘
果
作
業
を
見
学
し
た
。

農
家
の
抱
え
る
課
題
を
、
現
地
で
直
接
聞
く
こ
と
も
で
き
た
。

　

ま
た
、
農
業
法
人
㈱
泉
州
ア
グ
リ
を
起
業
し
た
本
学
卒
業
生
を

招
い
て
、
企
業
と
し
て
取
り
組
む
都
市
型
農
業
の
実
際
を
学
び
、

泉
佐
野
市
の
本
社
事
務
所
を
訪
問
し
、
収
穫
作
業
も
体
験
し
た
。

南
海
電
鉄
難
波
駅
２
階
中
央
改
札
前
特
設
売
り
場
も
、
泉
州
ア
グ

リ
の
仲
介
に
よ
っ
て
大
学
が
契
約
し
た
。
南
海
商
事
に
と
っ
て
、

学
校
と
の
契
約
は

初
め
て
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。

　

授
業
の
履
修
者

を
中
心
に
５
名
の

学
生
が
販
売
に
参

加
し
、
本
学
が
連

携
協
定
を
結
ん
で

い
る
㈱
モ
ン
ベ
ル

の
フ
ァ
ー
ム
ウ
ェ

ア
（
エ
プ
ロ
ン
と

帽
子
）
を
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
と
し
て

着
用
し
た
。

　

販
売
当
日
は
、
柿
を
仕
入
れ
た
農
家
と
天
理
市
農
林
課
が
応
援

に
か
け
つ
け
、
市
の
広
報
と
新
聞
社
か
ら
も
取
材
を
受
け
て
記
事

と
な
っ
た
。

３　

取
り
組
み
の
成
果

　

３
日
間
で
合
計
約
１
０
０
０
個
の
刀
根
早
生
柿
を
販
売
し
た
。

柿
の
大
き
さ
や
品
質
に
応
じ
て
、
１
個
２
８
０
円
か
ら
３
個
４
０

０
円
の
価
格
帯
と
、
市
場
価
格
よ
り
も
高
く
設
定
し
た
。
一
方
、

仕
入
れ
た
柿
を
売
り
切
る
こ
と
も
課
題
と
し
て
共
有
し
、
学
生
は

〝
ブ
ラ
ン
ド
〟
の
確
立
と
商
売
の
生
々
し
さ
を
泉
州
ア
グ
リ
か
ら
教

え
ら
れ
た
。

　

農
業
の
現
状
に
つ
い
て
学
び
考
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
ほ
と
ん

ど
の
学
生
に
と
っ
て
初
め
て
の
経
験
で
あ
っ
た
。
地
方
の
課
題
で

あ
る
高
齢
化
と
人
口
減
少
は
、
地
場
産
業
の
農
業
を
直
撃
し
て
い

る
。
そ
ん
な
現
実
を
学
生
は
多
角
的
に
学
び
、
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス

の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
農
地
が
、
い
ま
ま
さ
に
耕
作
放
棄
地
に
な
ろ

う
と
し
て
い
る
現
実
を
前
に
、
就
農
と
い
う
視
点
か
ら
、
大
学
と

し
て
何
が
で
き
る
の
か
を
考
え
た
。
収
益
を
上
げ
る
農
業
の
あ
り

方
に
つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
は
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
授
業
の
端

緒
と
し
て
一
歩
踏
み
出
せ
た
よ
う
に
思
っ
て
い
る
。

　

こ
の
授
業
は
、
本
年
度
も
継
続
し
て
行
う
。
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